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第８波



直近1週間人口10万人あたり感染者数の推移
１２月１８日時点

ここ最近、岩手県は常に上位に位置しています！！



罹患が少なかった地域で発生
“火事で焼け残っていた地域”で出火していま

す。
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奥州・一関保健所圏域

陽性者報告数
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全数把握見直し
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実数はこれ以上！！
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両磐圏域
病床使用率１００％超えてます！！

第７波 第８波第６波

仲本調べ（県発表とは少し異なります。）



両磐圏域は既にレベル４！！

県全体のレベル
？？



岩手日報HP
https://www.iwate-
np.co.jp/article/2022/12/6/130570?fbclid=IwAR2hDJzAAtgOCDhPKW0yPxfeWT7fQV9QvrDRHIJueugmqAohizey3aJd2H4

県内、多くの病院職員の欠勤者の増加！！



磐井病院佐藤院長先生提供スライドより
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入院患者の重症率の上昇！！
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お子さんとその両親の世代が中心！！



厚労省HPより https://covid19.mhlw.go.jp/

重症者・死亡者は高齢者が多い
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岩手県新型コロナ感染症

致死率％（１周間移動平均）
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東北大の押谷仁教授や国立感染症研究所の脇田隆字所長らは12月14日の厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策ア
ドバイザリーボードで、「疫学・病態など多くの点でCOVID-19と季節性インフルエンザには大きな違いが存在す
る」などとする見解を公表した。オミクロン株が主流となり重症度が低下する一方、伝播性や医療機関への負荷が高
いことを挙げ、「少なくとも2022年末の時点で、COVID-19は公衆衛生学的な観点からは『季節性インフルエンザと
同等のものと判断できる』条件を満たしていない」とした。合併症を含め新型コロナ関連の超過死亡が多数生じてい
る可能性も指摘した。
WHOはパンデミックインフルエンザの評価に当たって、（1）伝播性、（2）疾患としての重症度、（3）医療や社

会へのインパクト――を考慮するよう求めている。
「変異株の出現とともにさらに伝播性は増大してきており、伝播性の観点からはむしろ季節性インフルエンザとは

大きく異なる感染症に変化してきている」とした。「オミクロン株が流行株の主体となり、さらに多くの人が自然感
染あるいはワクチンによる免疫を獲得したことにより、発生初期と比較して低下している」とした一方、「循環器系
の合併症を含めた超過死亡の要因を解明する必要がある」と、季節性インフルエンザとの単純な比較が難しいことを
指摘し、後遺症も考慮すべきだとした。
季節性インフルエンザと同じような特徴を持った感染症になるとしても相当の時間を要すると考えられる」との見

解を示した。
公衆衛生学の観点から、「季節性インフルエンザと同等」と見なす条件を（1）毎年流行は起こるものの、感染者

数と死亡者数は一定の数の範囲内に収まり、その数は予測できる範囲、（2）流行の起こる期間は限定的で、その時
期はある程度の精度で予測できる、（3）死亡者の総数は超過死亡を含め季節性インフルエンザの死亡を大きく超え
るものではない、（4）流行時期には一定程度の医療の負荷は起こるものの一般医療の制限をせざるを得ないような
医療のひっ迫は起きない――と暫定的に定義した結果、現在の新型コロナウイルス感染症はいずれも満たさないと強
調した。

押谷教授ら「インフルエンザと同等とする条件満たさず」

2022年12月15日 (木)（m3.com編集部）



学校

高齢者施設

医療施設

教育・保育施設

クラスターは、学校・教育施設、医療・高齢者施設が多い



学校

高齢者施設

医療施設

教育・保育施設

家庭

感染者の流れ

子供の感染が親御さん、医療施設・高齢者施設へと拡大



若年者の接種率が低い





欧米では感染症（コロナ、インフル、RS）の急増で、
子供も大人も入院できなくなっている！！



まとめ。お願い。

• 学校・教育・保育現場から家庭、病院、施設への広がりが多い。

• 病院・施設職員の感染による病床ひっ迫が起きており、コロナ以外のがん疾患などの治療が
遅れている。

• 若い世代・子どもたちのワクチン接種率が低い。

→

• 全ての医療機関で診療・入院対応をしなければ対応出来ない状況になっています。

• 高齢者施設においても、投薬・酸素投与・点滴などの治療が求められています。

→
• 教育現場、施設での感染対策の徹底が必要であり、啓発に努めます。

• 子供を含めたワクチン接種の推進が必要であり、広報に努めます。

• 全ての医療機関で発熱患者受入・コロナ治療をお願いします。

• 高齢者施設においてもご担当の先生方の積極的な治療を期待いたします。



参考資料


